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文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリー 8月の催し物予定

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【サイト】http://www.city.matsusaka.mie.jp/

　

【ギャラリー】　入場無料　　　　　　　　　　　　＊最終日は 16:00 まで　

【はにわ館】　　入館料 100 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　

第 1展示室　■常設展「宝塚古墳の謎」

第 2展示室　■夏期企画展「まつさかの埴輪たち」　7/29（土）～ 9/10（日）

　　　　　　　　　　　

8月の休館日は 7日（月）、14（月）、21 日（月）、28 日（月）です。

開館時間は９：００～１７：００です。

第 1･2Ｇ　■まつさかのほいくえん園児造形展　7/29（土）～ 8/6（日）9:00 ～ 17:00　※最終日も 17 時まで

第 3Ｇ　　■本郷かんこ踊り展　8/22（火）～ 27（日）9:00 ～ 16:00

第 2Ｇ　　■写真展　橋川君と仲間達　8/22（火）～ 27（日）9:30 ～ 17:00　※初日は 12:00 から

第 1Ｇ　　■文化財センター　ポスター展　8/23（水）～ 27（日）9:00 ～ 17:00

第 1･2Ｇ　■華火写真展･No Photo No Life 写真展　8/30（水）～ 9/3（日）9:00 ～ 16:50

　現在、はにわ館第２展示室で、夏季企画展「まつさかの埴輪たち」を開催しています。松阪市内の古墳

から見つかった様々な埴輪を展示したり、クイズコーナーを設けたりしています。そこで、今月号では夏

季企画展で展示している埴輪のひとつ、円筒埴輪について紹介したいと思います。

　下の写真１の円筒埴輪を見てください。筒のような形をしていて、３本の粘土の帯（突帯）がその胴体

に巻かれていることが分かります。また、１段目と２段目の突帯の間に丸い穴もあけられていますね。

　普段、来館された方に、第１展示室の宝塚古墳出土の埴輪について

説明していると、「円筒埴輪っていったい何なんですか？」と尋ねられ

ることがあります。船形埴輪や家形埴輪、盾形埴輪といった元になっ

たもの（船・家・盾）がはっきりしている埴輪と違い、円筒埴輪は、

外見を見ただけではそれがどういう物なのかよく分かりません。では、

円筒埴輪とは、いったい何物なのでしょうか？　それを知るための手

がかりとなるものが、吉備地方（現在の岡山県）の弥生時代の遺跡か

ら見つかっています。

　弥生時代後期になると、各地に墳丘墓と呼ばれるその地域の首長を

埋葬した大きなお墓がつくられるようになりました。墳丘墓からは、

様々な土器が見つかっていますが、特に弥生時代末の吉備地方の墳丘

墓からは、特殊壺とそれをのせる特殊器台（写真２・右上）と呼ばれ

る物が見つかっています。これらの土器は、それ以前から使われてい

た壺とそれをのせる器台（写真３・右上）から変化したもので、葬礼

　

【夏季企画展「まつさかの埴輪たち」を開催しています！】

 １日から 10 日まで
中学生がボランティア
ガイドに取り組みま
す。ぜひ、ご来館くだ
さい。

に使用された特別な土器であると言われています。ここで、写真２の特殊器台に注目してください。形が円
筒埴輪に似ていると思いませんか？　実は、この特殊器台こそが円筒埴輪の起源となったものと考えられて

いるのです。

　３世紀後半、広域的な政治連合（ヤマト政権）が成立すると、そのシンボルとして巨大な前方後円墳が造

られるようになり、吉備地方の特殊器台もヤマト政権の葬礼に取り入れられました。そして、特殊器台は前

方後円墳の上に並べるために大量に作られる過程で、上部と下部の広がりが省略されるなどし、円筒埴輪へ

変化したと考えられています。

　写真４は写真２の特殊器台の一部を拡大したものです。細い粘土のひもが帯状に何段にも巻かれていて、

丸い穴や三角のような形の穴もあけられています。また、穴のある段には文様が線刻されています。これら

特殊器台の装飾も、円筒埴輪に変化する過程で簡略化され、写真１のような円筒埴輪の突帯と丸い穴となっ

て残ったと考えられるのです。（担当）
※今回のはにわ通信を書く際、岡山県古代吉備文化財センターのホームページ（http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/kodai/ten

　jishitu-ibutusyoukai.html・http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/kodai/sagu14.html　検索日 :平成 29 年 7 月 15 日）と『も

　っと知りたいはにわの世界－古代社会からのメッセージ』（若狭徹、株式会社東京美術、2009 年）を参考にしました。写真１　円筒埴輪（松阪市宝塚１号墳）

写真２　特殊器台と特殊壺（新見市西江遺跡）
岡山県古代吉備文化財センター提供

写真３　壺と器台（倉敷市上東遺跡）
岡山県古代吉備文化財センター提供

写真４　写真２の特殊器台の一部を抜粋し拡大

松阪市文化財センター
　　夏のイベント♪
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・場所は、はにわ館第一

　展示室。

・実施時間帯は入館無料。

勾玉づくり（第３ギャラリー）

　・10 時～ 12 時
　・参加費 100 円

はにわストラップ（第３ギャラリー）

　・10 時～ 15 時半（受付は 15 時
　　まで）
　・参加費 100 円

スタンプラリー（文化財センター内）

　・9時～ 16 時
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